
1．事業コンセプト

「ひと」・「もの」・「情報」の往来活性化

●「ひと」が動けば、「もの」と「情報」が動く

●「もの」が動けば、「ひと」と「情報」が動く

●「情報」が動けば、「ひと」と「もの」が動く

２．ハイウェイ（東名・新東名・三遠南信道）と

バイウェイ（国道151号、152号、

362号）の連携・活用

NPO法人地域づくりサポートネット 山内秀彦
（三遠南信住民ネットワーク協議会 副代表世話人）

2016年7月27日

三遠南信自動車道の整備効果促進



●三遠南地域には、道によって上
方や東海から伝播した文化が隔絶
した山村故に他に流出することなく
守られてきた。

●伊奈谷（長野県）、奥三河（愛知
県）、北遠（静岡県）は、中世を起源
とする民俗芸能が多く、民俗学的
にも「民俗芸能の宝庫」と言われて
いる。

●今でも人々の暮らしと深く結びつ
いている。『祭り』は、道による文化
往来の象徴であり、最も魅力的な
地域資源の一つ。

三遠南信地域の地域資源の象徴『祭り』



遠州へつなぐ
東三河へつなぐ

阿南町
東栄町

祭り街道





祭り街道
「道の駅」第2ステージ

求められる高次機能
地域のゲイトウェイへ

情報が動けば、人とものが動く。

三遠南信のＤＮＡ（遺伝子）『祭り』を道で結び、
「道の駅」などで発信。

東三河 道の駅「もっくる新城」 道の駅「豊根グリーンポート宮嶋」
「花祭会館」・「花まつりの舘」（東栄町）

遠 州 道の駅「くんま水車の里」 道の駅「天竜相津花桃の里」
「奥浜名湖田園空間博物館」（浜松市）

南信州 道の駅「信州新野千石平」
阿南町歴史民俗資料館（阿南町）

情報発信施設（案）



三遠南信の

民俗芸能がある
地域を

“みち”でつなぐ

「祭り街道」

道の駅で情報発信

ハイウェイの整備効果
バイウェイの活用

塩の道

秋葉街道



三遠南信「祭り街道」事業（国土交通省の支援）
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○古来からの交流を象徴する歴史街道

○“民俗芸能の宝庫”

（「世界遺産」に匹敵するほど）

○多くの祭りや歴史文化資源は街道沿いに分布

○自然の恵みを活かした特産品が豊富（食文化）

○土木・産業遺産（ダム・鉄道・工場・発電所など）

○風景街道・自然遺産

地域が一丸となって取り組める、

地域全体を象徴する

“祭り”や“街道”をテーマにした活性化
事業を展開

【課題解決に向けて】

■沿線の地域資源

西浦の田楽

寺野のひよんどり

滝沢の放歌踊り

懐山のおくない

天龍村の霜月神楽

遠山の霜月まつり

大鹿歌舞伎

新野の盆踊

雪祭

花祭

三河の田楽

遠江森町の舞楽

見付天神裸祭

横尾歌舞伎

呉松の代念仏

未
事
業
化
区
間

浦川歌舞伎

川名のひよんどり

川合花の舞

151

152

豊橋新明社
の鬼祭

遠
州
街
道

飯田駅
（ﾘﾆｱ駅）

ﾘﾆｱ中央新
幹線の開通
で首都圏か
ら45分

至 東京

国指定無形文化財

浜松駅
（東海道新幹線駅）

至 東京

福徳寺本堂

竹ノ内家住宅

大山田神社

友田家住宅

銚子塚古墳

富士浅田宮本殿

遠江目分寺跡

硯塚遺跡

東観音寺多塔

大アラコ古墳跡

浜名惣社神明宮本殿
八幡宮本殿

財賀寺

三河国分寺跡

新居関所

瓜郷遺跡

国指定の有形文化財(史跡・文化財)

地域 特産品
豊橋市 キャベツ・うずらの卵・三河佃煮
田原市 とまテル・めろんハート
豊川市 いなり寿司
蒲郡市 蒲郡みかん・メヒカリ・二ギス
新城市 八名丸里芋・猪肉・鮎加工品・五平餅
旧作手村 へぼ
旧鳳来町 やなぎまつたけ
東栄町 東栄チキンウインナー
豊根村 間伐材
新居町 牡蠣
旧三ヶ日町三ヶ日みかん

浜松市
エシャレット・セルリー・ネーブル・
三方原馬鈴薯・遠州灘シラス・天然ふぐ・
浜名湖うなぎ等

旧浜北市 浜北次郎柿
御前崎市 クエ・ガワ料理
売木村 天日干し野菜・山野草
天龍村 ていざなす
阿南町 鈴ヶ沢なす・きゅうり
下条村 辛味大根
泰阜村 菊芋

清内路村
清内路きゅうり・かぼちゃ・赤根大根
・清内路黄いも

飯田市 山菜・薬草（アマチャ）南水なし・やまびこしめじ

遠
州
地
域

南
信
地
域

東
三
河
地
域

■三遠南信の地域資源

※地域が売りだして生きたい特産品
「地域物産販路拡大調査」―Ｈ２１年、東三河
研究センター―より

■課題解決に向けた取り組み

地域が連携し、

道を賢く使いながら、

情報発信機能の強化に取り組み、

地域を広域圏に売り込むプロモーションが重要

※一方で、『祭り』は年中行事ではなく短期間しか実施されず、期間・時期も様々
⇒ “そこだけ”じゃない、”いつ来ても”魅力的なコンテンツも必要
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三遠南信「祭り街道」事業の実施内容

調査項目 調査内容

現
況
調
査

地域の現状
社会・経済情報のすう勢や地域の歴史文化・変遷等について既存資料から分

析

地域資源の抽
出分析

“祭り”等地域の歴史・文化的資源に係る情報収集及び分析
その他、観光資源や特産品等各地域で“みがき”をかけ、“売り出し”たい資源の

発掘

道の駅等拠点
施設の分析

道の駅やその他の拠点となる施設の分布と現況把握

コンセプト設定

情報発信の基本方向（“誰”を対象に“何”を“どこで”発信するか）
道の駅等拠点施設の機能強化に向けた方針。（ハード・ソフト面から、どのような

機能を増強すべきか）
連携ネットワークの方針（三遠南信自動車道，新東名，街道（国道）の役割分担

とネットワーク化の方針・・・案内誘導等ソフト面でのネットワーク化）

情報発信のスキーム

情報のコンテンツ（どのような地域資源を売り込んでいくか具体的に検討）
情報発信のメディア・ツール（マップ，ＨＰ，Ｗｉ-Ｆｉ活用，ＪＡＦと連携等）
情報発信スキームのなかで道の駅等、拠点施設の役割と具体的な機能強化策

祭り街道ネットワーク
（道の駅活用）

三遠南信自動車道、新東名から街道及び道の駅に至る案内誘導方策を検討
道の駅から周辺環境資源へのネットワーク化に資する案内誘導方策
道の駅等、拠点施設の相互の連携方策

実現化方策

風景街道の登録に向けた必要な施策を整理
具体的に事業を推進するための仕組みや、組織構成のあり方及び役割分担の

あり方
モデル的に事業を取り組むべき地域や、道の駅の選定と関係機関の合意形成
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三遠南信「祭り街道」事業 企画書（案）

平成27年度

連携のプラットフォームづくり
と計画のアウトラインを検討

平成28年度 平成29年度以降

○連携に向けた体制の構築

○どのような情報をどのよう
にして、どこで発信

○誰が何をする

○モデル地域の抽出

○モデル地域での関係者相
互の調整

○施策の具体化

・モデル地域内で祭り街道の

情報提供や連携の試行

○役割分担の明確化

○モデル地域での取組み検

証（他地域への展開に向けて）

○モデル地域での事業の
具体化

○モデル地域での成果報
告（三圏域対象）

○その他地域で、モデル
地域の順次事業を展開

・地域資源の基礎調査

・情報提供の可能性検討

（３）事業展開のシナリオ

モデル地域での事業の具体
化とその他地域での展開

・三遠南信地域全体を一括して、検討するのは
関係者が多くなることから、いくつかの地域に
分割して、検討するほうが現実的。

・平成２７年度に全体のアウトラインを定めて、
平成２８年度ではモデル地域での具体的計画
を検討。

・モデル地域での事業化を先行的に進め、そ
の効果を他地域に周知することによって、協
力を得やすくする。

・モデル地域での経験を活かし、ＰＤＣＡサイク
ルにて、他地域に事業を展開

モデル地域を対象に連携の
具体化と計画作成



モデル地域：遠州
祭りのある地域が道で連携し
て、伝統芸能をはじめ、自然、
歴史、風習、特産品などを情報
提供する仕組みづくり

地域連携
モデル

東三河、南信州へ
広げていく


